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DNA複 製に関与する酵素であるDNA p01ymerase

2(以 下 DPAと 略す)に対するモノクローナル抗体が

Masakiら 1)により作成され,諸種の腫瘍において増殖

期細胞の同定が報告 されるようになった。著者らはこ

の抗体を用いて,免 疫組織学的に大腸癌における増殖

期細胞の同定を行ったので報告する。

対象 と方法 t大腸癌息者35例を対象とし,DPAの 免

疫組織学的染色および核 DNA p10idy pattem測定を

行った。DPAの 染色は大腸癌新鮮摘出標本を4%Par‐

afomlaldehydeで7時間固定後,凍結 し,5/m切 片を

作製 した。正常ヤギ血清で20分間ブロック後, 1次 抗

体 としてマウス抗 DPAモ ノクローナル抗体 と一晩,
2次 抗体 としてヤギ抗マウス IgG抗 体 と 1時 間反応

させ,マ ウス PAPに 20分間反応の後,DiaminOben‐

zidineにて発色させた。核染色には Methyl Greenを

使用し,DPA陽 性細胞率を測定 した,核 DNA p10idy

patternはFormalin固定標本より単離塗抹標本を作

製し,PrOpidium lodideで蛍光染色後,顕 微蛍光測光

法にて測定 した。臨床病理学的所見は大腸癌取扱い規

約うに従った。

結 果 1 大腸 癌 3 5 例の D P A 陽 性 細 胞 率 は

30.9～61,7%,平 均43.4%で あった。臨床病理学的所

見 とDPA陽 性細胞率 との関係では,組 織型別では高

分化腺癌43.1%,中 分化腺癌43.8%,壁 深達度では pm
以下は42.4%,ss,al以 上は43.6%,リ ンパ節転移につ

いてはn(一 )42.1%,n(十 )43.6%,脈 管侵襲につ

いては ly(一)42.9%,ly(十 )43.8%,v(― )42.7%,

v(十)44.0%で あ り,明 らかな関連はみられなかった。

核 DNA ploidy pattemが dip10id例の DPA陽 性細

胞 率 は41.8%で aneuploid pllでは45.0%で あった

(Table l).

考察 :今回の大腸癌の検討では DPA陽 性細胞率と

臨床病理学的所見の各項 目との間には相関性は認めら

れなかったが,核 DNA ploidy pattemがdip10id 71jの

DNA polymerase αを用いた大腸癌増殖能の検討
一とくにDNA ploidy patternとの関連―
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Table l COrrelatiOn Of the percentage of DNA

polymerase α ‐positive cells 、vith clinicOpath、

o10gical flndings and nuclear DNA ploidy pattern

in colorectal cancers

P€rcent {e  o t  lP l -pos i t i ve  ce lh

I i s to lo t i c  l tF
re l l  d i f t€ ren t ia ted  13 .115.9
roderare lyd i f fe ren t i l ted  13 .819.2
Doo. ly  d i t te renr ia red  12 .6

D€pth  o l  inv rs ion

lhph node i rvo lv {eo t

( + t

Peai lonea l  d iss6 ina t ion

( + )

nuc le r r  D l r  p lo idy  pa l te ro
d i p l o i d
i leup lo id

4 1 8 ±7 1  ( ■= 1 8 )
4 5 0 ±7 2  ( ■・1 7 )

DPA陽 性細胞率は aneuploid例に比べて低値 を示 し

ていた。大腸癌において diploid例は aneup10id例に

比べて予後が良好であ り,核 DNA ploidy patternは

大腸癌の予後推測因子 として重要であるとい う意見D

が多 くみ られることを考慮す ると,DPA陽 性細胞率は

大腸癌の予後推測因子の 1つ にな りうる可能性が考え

られ, さらに検討を進めたい。
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